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■ 「学力・学習状況調査」の結果概要と今後の取組について 

本年４月に６年生を対象に実施された「令和５年度全国学力・学習状況調査」の結果が文部科学省から公

表されました。この調査は，児童の学力学習状況を把握し，授業や生活習慣の改善に役立てることを目的と

しています。 

本校では，実施終了後，全教員で解答を採点し，結果を分析し，今後の授業改善にいかしています。解

答用紙からは，記述式の文章で説明する問題でも，子どもたちが諦めずに最後まで解答しようとするがん

ばりが感じられました。また，学校運営協議会でも調査結果をお伝えし，ご意見をいただきました。今後

は，成果や課題を学校・家庭・地域で共有し，取組をさらに充実していきたいと思います。 

１ 各教科の調査結果から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国語は 100で全国平均と同じ、算数は 98で全国平均より少し低い結果となりました。各教科の領域別に

見ても、特に苦手としているところもなく、国や県とほぼ同じような結果となっています。ただ、算数の

無答率が少し高い傾向にあり子どもたちが苦手としていることがうかがえました。 

❶ 国語では 

 〇「人物像を具体的に想像することができるかどうかをみる」「話し言葉と書き言葉との違いに気付くこ

とができるかどうかをみる」「登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基に捉えることができ
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るかどうかをみる」設問は優れていた。 

 ●「学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができるかどうかをみる」設問に

課題がみられた。 

❷ 算数では 

 〇「折れ線グラフから必要な数値を読み取り、条件に当てはまることを言葉と数を用いて記述できるか

どうかをみる」設問には優れていた。 

 ●「円グラフの特徴を理解し、割合を読み取ることができるかどうかをみる」「計算に関して成り立つ性

質を活用して、計算の仕方を考察し、求め方と答えを式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる」

設問に課題が見られた。 

❸ 回答形式では 

  「選択式」「短答式」「記述式」のうち国語でも算数でも「短答式」の回答方法の設問に大きな課題が

みられた。 

２ 児童生徒質問紙から 

  「朝食の喫食率」「決まった時間の就寝・起床」など生活習慣に若干改善の必要性がみられました。 

  平日１時間以上「テレビゲームをする 74％」「SNS や動画視聴する 66％」であり特に SNS・動画視聴は

県・国より長時間の傾向があります。 

 

３ 今後の取り組み 

  自己肯定感が高まり、学校に行くのが楽しいという気持ちを土台に、学習意欲を高め、他者の意見を聴

き合う関係の中で授業を行い、自分の思いを具体的な言葉で表現できる力を育てていきます。 

自分には、よいところがあると思いますか 

学校に行くのは楽しいと思いますか 


